
 

と き:2014年10月29日(水)午後1時～6時 

ところ：大阪大学中之島センター10階佐治敬三メモリアルホール 

    大阪市北区中之島4丁目３－５３ 

定 員：先着120名 

 

 

 

 

 

 
    地震予知研究がグローバルに進んでいます。日本地震予知学会が今夏発足、予知の可能性を追求し、 

  新たな時代が見え始めています。地震の前に発生する大気中の電磁波異常の観測や成層圏の電子密 

  度変化、イオン濃度の変化、さらにはＧＰＳで地表のずれを観測するなど、最新の研究を紹介します。 

 

   《プログラム》       
   挨 拶  熊谷信昭 関西サイエンス・フォーラム第3専門部会長、大阪大学名誉教授  

   コーディネーター挨拶  長尾年恭 東海大学教授 

    （１）「関西サイエンス・フォーラム第3専門部会の現在の取り組み」 山中千博 大阪大学准教授  

    （２）「地震を理解して災害に備える｣(仮） 尾池和夫 京都造形芸術大学長、京都大学名誉教授 

    （３）「日本における人工衛星を用いた地震前兆現象の研究」     服部克巳 千葉大学教授 

    （４）「台湾における人工衛星を用いた地震前兆電磁波の観測」 劉正彦 台湾国立中央大学教授 

    （５）「人工衛星（GNSS）データを用いた地震発生予測に向けて」  西村卓也 京都大学准教授 

    （６）「地震予知に向けての提言」                   上田誠也 東京大学名誉教授 

 

   ◇主催者 ：関西サイエンス・フォーラム、大阪国際フォーラム 

   ◇後援団体：(一社)日本地震予知学会、（一財）大阪科学技術センター、（公財）関西・大阪21世紀協会 

  (連絡先）ksf@kansaidoyukai.or.jp phone 06-6444-3777 Facsimile 06-6441-1030 事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西サイエンス・フォーラム 

公開講演会 

☆電車：ＪＲ東西線新福島駅、ＪＲ環状線福島駅からなにわ筋を南へ、堂島川の常安橋を渡り、左(東）へ約10分。

京阪電車中之島線渡辺橋駅から西（川下）へ徒歩5分☆徒歩：大阪駅から南西へ約15分。 

申し込み書送り先FAX０６－６４４１－１０３０ 

 

参加者氏名(複数可）：                    

 

 

住所･所在地： 

 

 

 

所属・役職名： 

 

 

 

連絡電話番号： 

 

ｅ-mailアドレス： 

 

ココ 

参加無料 


